
 

 

 

 

 

 夏の暑さが過ぎ、過ごしやすい季節となりました。学問、スポーツ、芸術、読書など秋は

さまざまな活動に打ち込み、才能を伸ばすのにぴったりな季節です。また、さんまやサツ

マイモ、くり、ぶどう、かき、きのこ類などおいしい食べ物がたくさん出回ります。 

秋を感じる食べ物を見つけ、味わいながら食べて冬に備えて丈夫な体を作りましょう。 

 

１０月２４日は学校給食ぐんまの日です！ 
  群馬県は豊かな水源と全国トップクラスの日照時間に支えられ、年間を通して新鮮で

おいしい、多彩な「食材」が生産されています。このような群馬の食材を使った給食で、地

域の豊かな自然や生産・流通にたずさわる人々への理解を深められるよう、１０月２４日を

「学校給食ぐんまの日」に制定しました。宝泉中学校では、２３日を『学校給食ぐんまの日献

立』とし、群馬県産、太田市産の農産物をたくさん使用した献立にしました。 

また、群馬県のご当地ぱん「みそぱん」風を提供します。 

各自でゆめロールぱんにぬって食べてくださいね。 

 

〈どうして１０月２４日なの？〉      

  給食は戦争のため一時中断されました。戦後昭和 21年 12月 24日に東京の小学校

で給食が再開されたため、この日を給食の記念日としました。群馬県では 12月 24日は

冬休みになるので、県民の日や農産物の収穫時期を考え 10月 24日としました。 
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こんにゃくいも 

上毛かるたでもあるように、こんにゃくは下仁田町が有名ですね。生産量 1 位になる理由は４つありました！ 

その① こんにゃくは極端に寒いところや強い日差しを嫌います。 

（極端に寒くもなく、山間地で日照時間が短い下仁田にはピッタリ！）  

その② こんにゃくは排水のよいところを好みます。 

（土地は酸性で保水性・通気性・排水性を要し、畑は山の斜面なので 

 水はけがよい下仁田はピッタリ！） 

その③ こんにゃくは天災に弱いです。 

（からっ風も平坦地より穏やかで台風などの水害も少ない下仁田にはピッタリ！） 

その④ 水車小屋で精粉します。 

（河川の幅が狭く流れが速いため水車がよく回る下仁田にはピッタリ！） 

 

 


